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平成２６年度鎌ケ谷市政策評価報告書 

 

１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに    

 鎌ケ谷市では、平成１８年５月に「鎌ケ谷市行政評価実施要綱」（以下「要綱」と

いう。）を制定し、平成１８年度から事務事業評価、平成１９年度から施策評価、平

成２０年度から政策評価を実施し、結果を公表してまいりました。（事務事業評価に

ついては、平成１５年度から平成１７年度まで３ヵ年、試行） 

 政策評価は、要綱第５条第１号で「鎌ケ谷市総合基本計画の策定に関する規程（昭

和５８年鎌ケ谷市訓令第２１号）第６条に規定する実施計画（以下「実施計画」とい

う。）を策定する時点で、策定しようとする実施計画期間に対し」実施すると規定し

ており、平成２６年度は「後期基本計画第３次実施計画」を策定する年度であること

から、この規定に基づき評価を行いました。 

 本報告書は、この政策評価について、概要をとりまとめたものです。 

 なお、平成２５年度には、「市民にわかりやすい評価」等の基本的な考え方に基づ

き、行政評価制度全般に関して見直しを行い、平成２６年度からは新様式による評価

の実施等を行っております。 

 

表表表表    行政評価実施経緯行政評価実施経緯行政評価実施経緯行政評価実施経緯    

年 度 内 容 

１３ ・「鎌ケ谷市地方分権戦略プラン」策定 

（重点推進テーマとして行政評価を位置付け） 

１４ ・調査研究 

１５ ・試行①；平成 14年度事務事業の事後評価を実施 

１６ ・試行②；平成 15年度事務事業の事後評価を実施 

（庁内公表） 

     第３次実施計画策定時に事前評価を実施 

１７ ・試行③；平成 16年度事務事業の事後評価を実施 

    （庁内公表） 

１８ ・要綱制定 

・平成 17年度事務事業の事後評価を実施（公表） 

・第４次実施計画策定時に事前評価を実施 

１９ ・平成 18年度事務事業の事後評価を実施（公表） 

・平成 18年度施策の事後評価を実施（公表） 

２０ ・平成 19年度事務事業の事後評価を実施（公表） 

・平成 19年度施策の事後評価を実施（公表） 

・平成 19年度政策の事後評価を実施（公表） 

・第４次実施計画（補正版）策定時に事前評価を実施 

２１ ・平成 20年度事務事業の事後評価を実施（公表） 

・平成 20年度施策の事後評価を実施（公表） 

（政策評価は前年度評価結果を踏襲） 
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２２ ・ 平成 21年度事務事業の事後評価を実施（公表） 

・ 後期基本計画第 1次実施計画策定時に事前評価を実施（政策評価・

施策評価・事務事業評価）（実施計画の策定過程で公表） 

２３ ・ 平成 22年度事務事業の事後評価を実施（公表） 

・ 平成 21及び 22年度施策の事業評価を実施（公表） 

・ 平成 23年度鎌ケ谷市事業仕分け実施（公開） 

平成 24年度当初予算編成に伴う「個別事業の対応方針」（公表） 

２４ ・ 平成 23年度事務事業の事後評価を実施（公表） 

・ 後期基本計画第 2次実施計画策定時に事前評価を実施（政策評価・

施策評価・事務事業評価）（実施計画の策定過程で公表） 

２５ ・ 平成 24年度事務事業の事後評価を実施（公表） 

・ 平成 23及び 24年度施策の事後評価を実施（公表） 

・ 「行政評価制度の見直しに関する基本方針」に基づく制度の見直し 

 

２２２２    行政評価行政評価行政評価行政評価のののの目的目的目的目的    

 鎌ケ谷市の行政評価の目的は、「効果的かつ効率的な市政の推進に資すること」及

び「市民に対する説明責任を全うすること」の２つを掲げております。（要綱第１条） 

 行政評価は、「政策評価」「施策評価」「事務事業評価」の３層構造となっており、

その概要は次のとおりです。 

行政評価行政評価行政評価行政評価

　　　　　　　　【政策評価】
（事前評価）＊実施計画策定年度
・政策間優先度判断
・同一政策内　施策優先順位付け
・政策そのものの評価

　　　　　　　　　　　【施策評価】
（事前評価）＊実施計画策定年度
・目的を達成するために取り組む手段の取捨
選択
（事後評価）＊実施計画策定年度以外
・同一施策内　事務事業優先順位付け
・施策そのものの評価

　　　　　　　　　　　　　【事務事業評価】
（事前評価）＊実施計画策定年度
・実施計画に「多額の経費を要する事業等」として計上しよ
うとする事務事業の評価
（事後評価）＊毎年度
・事務事業そのものの評価（事業別予算）
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３３３３    平成平成平成平成２６２６２６２６年度政策年度政策年度政策年度政策評価評価評価評価のののの目的目的目的目的    

 要綱第１条の目的を受け、今年度の政策評価は、次の３点の目的を設定しました。 

 ①政策そのものについて評価を行う 

 ②同一政策内施策の優先度判断を行う 

 ③政策評価結果を「後期基本計画第３次実施計画」の策定、平成２７年度当初予算

編成等に反映させる 

 ※「政策評価の実施に関する要領 第３（２）」に規定する「政策間優先度評価」

は、「後期基本計画」策定時に実施し、４つの重点政策を決定しているため、今

年度は実施しません。 

 

４４４４    評価対象評価対象評価対象評価対象                         全１１政策  

 「鎌ケ谷市総合基本計画 基本構想」（平成１２年９月２８日鎌ケ谷市議会議決）

に示された「施策の基本方向」を構成する政策すべて。（次表のとおり） 

表表表表    

政策番号 政策 政策番号 政策

11
誰もが健康に暮らせる生涯
福祉社会をつくります

23
安全に暮らせる社会システ
ムをつくります

12
生きがいのある暮らしがで
きる生涯学習社会をつくり
ます

31
魅力あふれるまちづくりを
進めます

13
人間性豊かな子どもの育成
環境をつくります

32
都市活動を支える交通網整
備を進めます

14
個人が尊重しあう多様な市
民交流をつくります

33 活力ある産業を育成します

21
人と自然にやさしい地域社
会をつくります

41 計画の実現のために

22
快適な暮らしの環境をつく
ります

政策一覧政策一覧政策一覧政策一覧

    

    

５５５５    評価方法評価方法評価方法評価方法    

 政策ごとに各部長の中から「政策担当マネジャー」を定め、「鎌ケ谷市政策評価表」

により、政策担当マネジャーが評価表（案）を作成しました。評価表（案）は政策会

議で議論し、これを踏まえて市長が評価表を確定しました。 
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６６６６    同一政策内施策同一政策内施策同一政策内施策同一政策内施策のののの優先度判断優先度判断優先度判断優先度判断にににに関関関関するするするする補足補足補足補足    

 今回の同一政策内施策の優先度判断は、以下の視点で実施しております。 

①「鎌ケ谷市総合基本計画 基本構想」（平成１２年９月２８日鎌ケ谷市議会議決）

に示された「施策の基本方向」に基づき、すべての施策をいずれかの政策に位置づ

け、その政策内に位置づけられた施策間で優先度判断をしております。 

②総合評価については、施策全体を総合的に判断し、「特に重点化する施策」を１つ

選定しております。したがって、「特に重点化する施策」以外の施策が自動的に「必

要のない施策」ということにはなりません。 

 

７７７７    評価結果評価結果評価結果評価結果    

（（（（１１１１））））各政策各政策各政策各政策のののの総合評価総合評価総合評価総合評価    

 政策評価表の政策毎の「総合評価」の結果は、次のとおりです。 

政策 

番号 
政策名 総合評価総合評価総合評価総合評価    

11 誰もが健康に暮らせる生涯福祉社会をつくります 一部未達成一部未達成一部未達成一部未達成    

12 生きがいのある暮らしができる生涯学習社会をつくります 概概概概ねねねね達成達成達成達成    

13 人間性豊かな子どもの育成環境をつくります 概概概概ねねねね達成達成達成達成    

14 個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります 未達成未達成未達成未達成    

21 人と自然にやさしい地域社会をつくります 達成達成達成達成    

22 快適な暮らしの環境をつくります 一部未達成一部未達成一部未達成一部未達成    

23 安全に暮らせる社会システムをつくります 一部未達成一部未達成一部未達成一部未達成    

31 魅力あふれるまちづくりを進めます 一部未達成一部未達成一部未達成一部未達成    

32 都市活動を支える交通網整備を進めます 一部未達成一部未達成一部未達成一部未達成    

33 活力ある産業を育成します 一部未達成一部未達成一部未達成一部未達成 

41 計画の実現のために 一部未達成一部未達成一部未達成一部未達成 

（（（（２２２２））））各政策各政策各政策各政策のののの成果成果成果成果とコストのとコストのとコストのとコストの方向性方向性方向性方向性    

 政策評価表の政策毎の「成果とコストの方向性」の結果は、次のとおりです。 

政策 

番号 
政策名 成果成果成果成果    コストコストコストコスト    

11 誰もが健康に暮らせる生涯福祉社会をつくります ↑↑↑↑向上向上向上向上    ↑↑↑↑増加増加増加増加    

12 生きがいのある暮らしができる生涯学習社会をつくります ↑↑↑↑向上向上向上向上    ↑↑↑↑増加増加増加増加    

13 人間性豊かな子どもの育成環境をつくります ↑↑↑↑向上向上向上向上    ↑↑↑↑増加増加増加増加    

14 個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります ↑↑↑↑向上向上向上向上    →→→→維持維持維持維持    

21 人と自然にやさしい地域社会をつくります →→→→維持維持維持維持    →→→→維持維持維持維持    

22 快適な暮らしの環境をつくります ↑↑↑↑向上向上向上向上    ↑↑↑↑増加増加増加増加    

23 安全に暮らせる社会システムをつくります ↑↑↑↑向上向上向上向上    →→→→維持維持維持維持    

31 魅力あふれるまちづくりを進めます →→→→維持維持維持維持    ↑↑↑↑増加増加増加増加    

32 都市活動を支える交通網整備を進めます ↑↑↑↑向上向上向上向上    ↑↑↑↑増加増加増加増加    

33 活力ある産業を育成します ↑↑↑↑向上向上向上向上    ↑↑↑↑増加増加増加増加    

41 計画の実現のために ↑↑↑↑向上向上向上向上    ↓↓↓↓縮減縮減縮減縮減    
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（（（（２２２２））））同一政策内施策優先度評価同一政策内施策優先度評価同一政策内施策優先度評価同一政策内施策優先度評価 

 各政策について、その政策内施策の優先度判断を行った結果、以下の施策を「重点

的に実施する施策」としました。 

 

政策番号 政策名 重点重点重点重点的的的的にににに実施実施実施実施するするするする施策施策施策施策    

11 誰もが健康に暮らせる生涯

福祉社会をつくります 

健健健健やかにやかにやかにやかに子子子子どもがどもがどもがどもが育育育育つつつつ児童福祉児童福祉児童福祉児童福祉のののの推進推進推進推進    

12 生きがいのある暮らしができ

る生涯学習社会をつくります 

生涯生涯生涯生涯スポーツ・レクリエーションのスポーツ・レクリエーションのスポーツ・レクリエーションのスポーツ・レクリエーションの振興振興振興振興    

13 人間性豊かな子どもの育成

環境をつくります 

生生生生きるきるきるきる力力力力をををを育育育育てるてるてるてる義務教育義務教育義務教育義務教育のののの充実充実充実充実    

14 個人が尊重しあう多様な市

民交流をつくります 

個性豊個性豊個性豊個性豊かなコミュニティづくりかなコミュニティづくりかなコミュニティづくりかなコミュニティづくり    

21 人と自然にやさしい地域社

会をつくります 

環境保全環境保全環境保全環境保全のののの促進促進促進促進    

22 快適な暮らしの環境をつく

ります 

うるおいのあるうるおいのあるうるおいのあるうるおいのある河川河川河川河川・・・・水路水路水路水路のののの整備整備整備整備    

23 安全に暮らせる社会システ

ムをつくります 

防災対策防災対策防災対策防災対策のののの強化強化強化強化    

31 魅力あふれるまちづくりを

進めます 

広域交流拠点広域交流拠点広域交流拠点広域交流拠点のののの整備整備整備整備    

32 都市活動を支える交通網整

備を進めます 

安全安全安全安全でゆとりあるでゆとりあるでゆとりあるでゆとりある道路道路道路道路のののの整備整備整備整備    

33 活力ある産業を育成します 活力活力活力活力あるあるあるある工業工業工業工業のののの育成育成育成育成    

41 計画の実現のために 効率的効率的効率的効率的でででで健全健全健全健全なななな行財政運営行財政運営行財政運営行財政運営のののの推進推進推進推進    

 


